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はじめに

• 日頃ことう地域チームケア研究会などでは大変お世話になっております。

• 同会に参加せていただいていますと要介護者の方々のケアは非常に多
岐にわたる故か口腔内のケアはどうしても不足しがち、とのお話を時々
伺います。そんな中 この度数回のコア会議を行う運びとなり口腔チェッ
クアセスメントシートを作成、運用予定となりました

• ここでは実際の運用にあたって口腔内診査のポイントなどをお話して行
きたいと思います。



そもそも口腔アセスメントチェックシートとは？

•看護、介護スタッフなどの方々
が要介護者の口腔内の問題を
簡便に抽出するための口腔スク
リーニングツール





アセスメントチェックシートを使用するにあたって

• 感染症対策をしっかりおこなう

• マスク、フェイスガード、グローブ、手指消毒用液の使用等

• LEDなどの照明機器、口腔内観察用のミラーなど(あれば)

• 患者さんにも可能であれば含嗽剤でうがいをしていただく

• すべての項目をクリアする必要はありません。（口腔内を隈なく審査する
のは結構大変です）。また、必ずしも要介護者の方がお口を開けてくれる
とは限りません。その場合はご家族の問診などから推測することで新た
な発見に繋がることもできるかもしれません

• 無理のない範囲で利用していただければ良いと思います

• 入れ歯は外す(中には着脱困難なものもあるので無理しない)



感染症対策



•口の中はどうなっているのでしょうか



















義歯

• 入れ歯を使用されておられる場合は外してもらいましょう

• 入れ歯の汚れ具合、破損箇所も確認しましょう

• 入れ歯の金具が破損していませんか？それにより粘膜が傷んではいま
せんか？





まとめ

• 口腔ケアの重要性を要介護者ご本人、ご家族にご理解いただけるようになること
がまず第一目標。そこから口腔ケアや治療に繋がれば大成功

• チェックシートの全てを網羅する必要はありません

• 口腔内の変化は今までの習慣や遺伝、環境などにより大きく変わります。

• →ご不明な場合などはかかりつけ医などにご相談ください


